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京都ＳＤＧｓパートナー登録証

ママキラ☆プロジェクトは、

ＳＤＧｓ、ＣＯ２ゼロに

取り組むことを宣言します。

●2030年のSDGs達成に向けた目指す姿と運営・事業方針●

京都市長

「こども食堂」「子育て講座」「学習支援」「若者しゃべり場」等を通して、子どもやママ、若
者に学びの場や居場所を提供することで、お互いがつながり、困ったことがあったら助け合う、
誰ひとり取り残さない地域づくり・持続可能な社会づくりに貢献しています。

子ども食堂で出る生ごみはコンポストによって堆肥に変え、それを使って育てた野菜を食材とし
て使用する「食の循環」に取り組んでいます。また企業とも連携し、賞味期限の近い食品を使う
等、食品ロスの削減にも貢献しています。

「ボランティアをしたい」という多くの大学生や留学生を積極的に受け入れ、実践的・体験的な
社会活動の場を提供しています。性別や年齢、国籍等に捉われず、誰でも活動に参加できる、開
かれた体制づくりを行っています。

京都府内で行う年４回の農業体験（自然農）やプログラミング教室の開催など、様々な企業・団
体等との異業種コラボレーションを通じて、持続可能なまちづくりや地域の活性化に取り組んで
います。
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こども食堂に来ている子どもやママ、ボランティア大学生等と一緒に、年２回岡崎公園の清掃活
動を行っています。また、豪雨災害で周辺地域に避難勧告が発令された際には、こども食堂を避
難所として利用いただいたり、解除後はスタッフが復旧作業をお手伝いする等、地域貢献に積極
的に取り組んでいます。

●ＳＤＧｓに関する重点的な取組●

●文化や地域活動に関する重点的な取組●


